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町田實先生のご定年退職にあたって
　私たちの敬慕する町田實先生ぱ，昭和63年2月3目をもって満70歳に達せら
れ，同年3月に早稲田大学を退職されます。私どもは，先生が御健勝のうちに
古希の寿をお迎えになられ吏したことを喪心よりお慶び申し上げると同時に，
長年にわたり商学蔀におげる教育研究にご尽力くださいましたことに対して深
甚な敬意と謝意を表する次第でございます。
　町田實先生は，昭和14年3月早稲田大学専門部商科を卒業され，直ちに同盟
通信杜に入杜されましたが，18年5月に同杜を退杜されました。19年4月に国
防理工学園講師に就任されましたが，同年11月に応召され，翌20年9月同学園
改組に伴い退職されております。
　町田先生は，昭和21年1月早稲田大学人文科学研究所に勤務され，22年4月
から2年間専門部商科教務補助をされた後，24年4月新制大学の発足と同時に，
早稲田犬学第一・第二商学部専任講師に就任され，助教授を経て，30年4月に
教授とたり現在に至っておられます。先生の商学部および大学院商学研究科に
おげるご担当科目は，貿易論，貿易政策研究および貿易政策論（演習）で，昭
和24年から実に39年間にわたり，数多くの優秀な人材を杜会に送り出しておら
れます。先生は商学部に在職中，昭和24年から早稲田大学貿易学会の顧問とし
て，後目，上坂酉三名誉教授を引き継いで会長として学生の課外活動に積極的
に参加され，戦後の混乱期の学生に国際貿易の重要性を直接お教えにたられ，
また，昭和37年4月から42年4月まで体育局教務主任を務められ，相撲部長を
されるなど学生の研究活動ならびに教育指導に熱意をもって携わられました。
他方，学内においては，商議員および各種委員会委員として大学の発展にご尽
力されたのですが，また学外においては，国際経済学会，日本貿易学会，経済
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理論学会，目仏経済学会，日ソ経済学老の会および日中人文杜会科学交流協会
の会員としてまた理事とLて広く活躍されており，特に日本貿易学会会長およ
び日本経済学会連合理事の重責を担われるなど年長にわたり学界の発展に貢献
されてきまLたo
　先生の研究業績としては，「杜会経済学の基礎理論」（昭和39年），「世界市場
論序説」（昭和39年），「国際貿易論」（昭和42年），r国際貿易の諸間題（上・下）」
（昭和45・46年），r最新国際貿易総論」（昭和47年），r国際貿易の史的構造」
（昭和53年），「現代の国際貿易」（昭和54年），r講座・国際経済（全三巻）」（昭
和57年）等の主要著書のほカ㍉ル7ラ：・r商業の歴史」（文摩クセジュ，昭和
29年，改定版昭和51年），ジャーヴィスr現代企業の発展」（昭和37年），アラ
ソ・バヴリエr外国貿易」（文庫クセジュ，昭和57年），B．ガジェr大恐慌」
（文庫クセジュ，昭和60年）等の翻訳書を合わせると実に十数冊に及びます。
その外に50余編の学術論文を発表されており，昭和52年には早稲田大学から
r国際貿易論研究」により商学博士の学位を授与されました。学会においても
大変熱心に研究討論に参加され，特に昭和20年代後半に国際経済学会において
r国際価値論争」を先生が激烈に展開されたことは当時を知る学会関係考の脳
裏に未だ鮮明に焼き付いています。
　私は上坂酉三先生に師事して貿易の勉強をしていた関係上，町田實先生には
学部・大学院の学生時代から直接研究教育の指導を受げたぱかりでなく，助
手・教員になって今日に至るまでを振り返って見ますと，公的・私的な面にお
いて先生にご無理なお願いをしたり，ご迷惑をお掛げするなど大変お世話にな
ったことぱかり思い出されます。昭和41年初頭，未曾有の学園紛争が発生した
当時，実質的には先生の第一の弟子であって国際資本移動論を専攻Lていた柳
井哲男助教授が不慮の事故によって亡くなられたことは，先生にとって痛恨の
極みであったと思います。先生は温厚でいつもにこやかに静かに人の話しを聞
いて下さい童すので，難解な問題が起きると先生の所に相談に伺うことが多く，
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随分無理なお願いにあがったこともありました。ここに改めて先生のご恩に深
く感謝いたしますとともに，多々ご迷惑お掛けLたことに対Lましてお詫び申
し上げます。
　先生，本当に有難うございました。これからも私どもをご指導ご鞭捷下さる
ようお願い致します。終わりに，商学部関係老一同に代わりまして，先生が商
学部に尽くされた偉大な業績に心から感謝申し上げますとともに，先生が益々
ご健康のうちに蓬壷の境にお過ごしになられますよう祈念致します。
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